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あなたと町を結ぶ広報

2018 APRIL4
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東日本大震災追悼式／特別捜索
町長から行政報告をしました
なみえ創成小・中学校 校舎完成・校章決定
新年度の役場事務組織
平成30年度予算のあらまし
みんなでともに乗り越えよう
みんなの図書館／法律知識
保健だより
まちの話題
まるしぇコーナー／なみえ桜まつり開催
情報ぴっくあっぷ
浪江のこころ通信 
連絡先一覧

平成30年４月  No.627
毎月1回1日発行

今月の表紙 

地域で子供たちの成長を支えます
　（３月７日 なみえ創成小学校・中学校）
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平成30年３月　浪江町議会定例会で

�����

東
日
本
大
震
災
か
ら
７
年
が
経
ち
ま

し
た
。
あ
の
日
は
先
輩
方
の
卒
業
式
が

あ
り
、
部
活
動
が
休
み
で
し
た
。
ち
ょ

う
ど
母
も
仕
事
の
帰
り
が
早
く
、
久
し

振
り
に
浪
江
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
家
に
行
く

予
定
で
し
た
。

体
験
し
た
こ
と
が
な
い
大
き
な
揺
れ

に
襲
わ
れ
、
大
き
な
津
波
が
押
し
寄
せ

ま
し
た
。
こ
の
地
震
と
津
波
に
よ
り
、

た
く
さ
ん
の
方
々
が
亡
く
な
り
ま
し

た
。
そ
し
て
私
の
大
好
き
な
３
人
の
命

も
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
い
つ
も
お
い

し
い
ご
飯
を
作
っ
て
く
れ
て
優
し
か
っ

た
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
ち
ょ
っ
と
怖
い
け
ど

一
人
で
お
泊
り
に
行
く
と
い
ろ
ん
な
所

に
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
じ
い
ち
ゃ

ん
。
遊
び
に
行
く
と
必
ず
ア
イ
ス
を

買
っ
て
く
れ
た
ひ
い
じ
い
ち
ゃ
ん
。
小

さ
い
頃
は
毎
月
の
よ
う
に
一
人
で
泊
ま

り
に
行
っ
て
は
、
畑
や
田
ん
ぼ
に
つ
い

て
行
き
ま
し
た
が
、
中
学
生
に
な
っ
て

か
ら
は
勉
強
と
部
活
が
忙
し
く
、
な
か

な
か
泊
ま
り
に
行
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
最
後
に
会
っ
た
の
は
お
正

月
。
ま
た
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、

田
植
え
の
お
手
伝
い
の
た
め
に
泊
ま
り

に
来
る
と
ば
か
り
思
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
あ
の
日
を
境
に
も
う
一
生

会
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
私

は
大
好
き
だ
っ
た
３
人
が
津
波
に
の
ま

れ
、
亡
く
な
っ
た
な
ん
て
、
も
う
会
え

な
い
な
ん
て
信
じ
た
く
も
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
き
っ
と
、
苦
し
く
て
冷
た
く

て
怖
か
っ
た
で
し
ょ
う
。
こ
の
前
、
震

災
後
初
め
て
浪
江
へ
行
っ
た
と
き
見
た

光
景
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

見
慣
れ
た
風
景
は
な
く
な
り
、
復
興

の
た
め
の
た
く
さ
ん
の
工
事
車
両
が

走
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
時
改
め
て
、

震
災
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。

当
時
中
学
２
年
生
だ
っ
た
私
は
、
も

う
社
会
人
に
な
り
ま
し
た
。
今
３
人
が

生
き
て
い
れ
ば
、
自
分
の
成
人
式
の
晴

れ
姿
を
見
せ
に
行
け
た
で
し
ょ
う
。
自

分
の
車
で
自
由
に
遊
び
に
行
け
た
し
、

田
植
え
の
時
期
は
、
今
ま
で
で
き
な

か
っ
た
軽
ト
ラ
に
苗
を
乗
せ
田
ん
ぼ
に

行
く
と
い
う
お
手
伝
い
も
で
き
た
で

し
ょ
う
。
休
日
は
じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
酒

も
飲
め
た
で
し
ょ
う
。
も
っ
と
も
っ
と

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
と
や
り
た
か
っ
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ん
な

に
願
っ
て
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
は

帰
っ
て
き
ま
せ
ん
。

た
だ
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
、
こ

の
東
日
本
大
震
災
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
亡
く
な
っ
た
方
々
の
分
ま
で
一
生

懸
命
生
き
て
い
く
こ
と
。
そ
し
て
自
分

が
結
婚
し
子
や
孫
が
で
き
た
と
き
、
あ

の
大
震
災
が
あ
っ
た
こ
と
を
伝
え
て
ゆ

き
、
忘
れ
去
ら
れ
な
い
よ
う
に
し
て
い

く
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

東日本大震災から７年となる３月11日、福島県警察

本部主催による行方不明者の特別捜索が行われました。

特別捜索には、浪江町を始め県内各地の警察署や双

葉地方広域市町村圏組合消防本部など関係機関が参加

し、町役場駐車場での集結式後、請戸地区に移動して捜

索を行いました。

今回の捜索では写真や名前の入った会員証など、行

方不明者の手掛かりとなるようなものを発見することが

できました。

遺
族
代
表　

松
林　

聖
佳 

さ
ん

����������	
�����
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校舎等完成  なみえ創成小学校・中学校
～平成30年４月開校～

町は、子供たちが安心して学べる教育環境を整えるため、浪江東中学校を改修し、新しい学校の整

備を進めてきました。この度「なみえ創成小学校」「なみえ創成中学校」が完成しましたのでご報告し

ます。また、校舎等の改修と併せて、子供たちが安心して過ごすことができるよう、震災前にあった

プールの解体、外周樹木の伐採などを行いました。今後は、記念樹の植栽や花壇への花植えなど、自

然に触れ合う環境等を整備します。

建 設 概 要

◆名　称　

浪江町立なみえ創成小学校

浪江町立なみえ創成中学校

（同校舎内に併設）

◆所在地

浪江町大字幾世橋字来福寺

西73番地

今後の予定

◆落成式　４月６日（金）

◆開校式・入学式

　　　　　４月６日（金）

　教育委員会事務局学校教育係　　0240（34）5710

なみえ創成小学校・なみえ創成中学校
校章デザイン決定

※写真は、３月７日に撮影したものです。

※小学校、中学校とも同じ校名のため、
　同じデザインです。

４月１日に開校する「浪江町立なみえ創成小学校・なみえ創成中学校」の校章が

決定しました。

■デザインの趣旨説明
浪江町の鳥「かもめ」と「世界」と「若葉」を

基調に故郷の未来を育み、世界へ羽ばたく「なみ

え創成小・中学校」を象徴的に表現した。

青（かもめと世界部分）は「空と海」、緑（若葉

部分）は「大地と青葉」で豊かな自然に育まれた

浪江町を明快に爽やかにイメージした。現代的

で、かつ、シンプルで親しみやすく、多くの人々

に長く愛される校章デザインです。

■発案者氏名　工藤　和久さん（青森県弘前市）
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 78億4,915万9千円
�����

����������

�������	
��

�������	
��

�����������������������

��������������	
�������������������	���
���

��������������������������������	���

���������������������������������
���

���������������������	�
����������	���

�����

◆ 町民同士、町民とふるさととの絆を維持します

◆ 町民の命・健康を守ります

◆ 町民活動や生活再建を支援します

◆ 安全・安心なふるさとを取り戻します

◆ ふるさとの環境を整え、不自由ない環境をつくります

◆ 災害に強いまちづくりを進めます

◆ なみえの豊かな産業を取り戻します

◆ なみえっ子の健やかな成長を見守ります

主 な事業

●●交流・情報発信拠点施設整備事業

●避難生活支援事業
20億3,966万円

3億4,536万2千円

●町内外サポートセンター運営事業

●外部被ばく線量測定事業
1億1,658万3千円
7,929万7千円

●がけ地近接等危険住宅移転事業
●町内住宅再建支援補助金

2億5,500万円
3,500万円

●不通話区域携帯電話等エリア整備事業

●町内防犯体制強化事業
2億3,753万9千円
7億344万7千円

●災害公営住宅整備事業（請戸地区）

●いこいの村なみえ整備事業
7億5,207万2千円
3,303万4千円

●道路整備事業
●防災集団移転促進事業

11億4,850万1千円
4億3,035万1千円

●産業団地整備事業（北・南・棚塩）

●木材製造拠点整備事業
41億5,641万4千円

22億800万円

●学校運営事業
●子育て支援事業

1億8,423万5千円
4,095万5千円

平成30年度は、次の事業に重点的に取り組んでいきます。

�����������	
�����

　 企画財政課財政管財係　　0240（34）0237

平成30年度

予算の
あらまし

歳入歳出

 329億4,500万円

衛生費
9億8,332万5千円
前年度比　△13.1%

公債費
4億8,512万8千円
前年度比　△13.1%

その他
26億9,422万9千円
前年度比　△24.9%

地方交付税
41億1,693万4千円
前年度比　△21.4%

県支出金
67億4,803万7千円
前年度比　168.5%

町債
2億2,670万7千円
前年度比　△12.0%

その他
3億7,623万7千円
前年度比　13.7%

総務費
73億1,314万9千円
前年度比　22.7%

民生費
25億2,306万2千円
前年度比　△13.2%

農林水産業費
43億489万2千円
前年度比　30.1%

商工費
99億9,480万5千円
前年度比　199.6%

土木費
46億4,641万円
前年度比　△22.8%

依存財源

町税
5億4,715万8千円
前年度比　85.4%

その他
6億607万6千円
前年度比　2.6%

繰入金
151億8,826万5千円
前年度比　103.0%

自主財源

自主財源 その他の内訳
諸　収　入
繰　越　金
使用料及び手数料・分担金及び
負担金

財産収入・寄附金

77万7千円
318万4千円

1,373万5千円
9,722万1千円

2億6,132万円

依存財源 その他の内訳
地方特例交付金
その他の交付金
自動車取得税交付金

地方譲与税
地方消費税交付金

3億2,438万3千円
1億5,000万円

5,873万9千円

7,295万4千円

1億2,009万7千円
4,837万6千円

12億4,398万2千円
5億871万6千円
7億305万7千円

1千円
7,000万円

その他の内訳
議会費
労働費
消防費
教育費
災害復旧費
諸支出金
予備費

一 般会計

国庫支出金
51億3,558万6千円
前年度比　△49.0%

22.2％22.2％22.2％

7.7％7.7％7.7％

3.0％3.0％3.0％

13.1％13.1％13.1％

30.3％30.3％30.3％

1.5％1.5％1.5％

14.1％14.1％14.1％

8.1％8.1％8.1％

1.7％1.7％1.7％

46.0％46.0％46.0％

12.5％12.5％12.5％

20.5％20.5％20.5％

15.6％15.6％15.6％

0.7％0.7％0.7％

1.8％1.8％1.8％

1.2％1.2％1.2％
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　産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

町内町内で営業営業を再開再開しましたしました町内で営業を開始しました
焼酎ＢＡＲ　ひかり家

町民の
皆さんへ

　浪江駅前に「焼酎BAR　ひかり家」を

開店いたしました。夜は、食べて、呑ん

で、歌って…

昼はカラオケ喫茶の運営をいたします。

浪江町の皆さんに少しでもお役に立つことができ、

笑顔が増えるきっかけになればと考えております。

　

焼酎BAR　ひかり家　店長　佐々木光俊
〒979－1521　浪江町大字権現堂字上続町7－1
　　　　　　 カーニバルステーション１Ｆ
　 0240（23）7277
【定休日】日曜日・祝日

の
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いつか役に立つ

法 律
知 識

No.16

弁護士　大橋　征平

て
も
ら
う
と
い
う
も
の
で
す
。
公
証
人

は
、
出
張
も
し
て
も
ら
え
ま
す
の
で
、

通
常
は
、
公
証
人
に
病
院
な
ど
に
ま
で

来
て
も
ら
い
、
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と

で
足
り
ま
す
。
そ
れ
す
ら
で
き
な
い
場

合
に
、
使
用
さ
れ
る
方
式
で
す
。

　
ま
た
、
船
舶
遭
難
者
の
た
め
の
遺
言

と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。
船
舶
が
遭

難
し
、
死
亡
の
危
急
が
迫
っ
て
い
る
場

合
の
遺
言
で
す
。
前
述
の
危
急
時
遺
言

よ
り
も
、
さ
ら
に
方
式
が
簡
略
化
さ
れ

て
い
ま
す
。
方
式
と
し
て
は
、
証
人
２

人
以
上
の
立
会
い
の
下
で
、
口
頭
で
遺

言
を
し
、
証
人
は
、
遺
言
の
内
容
を
書

面
に
し
、
証
人
が
署
名
押
印
を
し
、
そ

の
書
面
に
つ
い
て
、
家
庭
裁
判
所
で
確

認
を
受
け
る
と
い
う
も
の
で
す
。
ち
な

み
に
、
船
舶
遭
難
者
遺
言
の
条
文
を
読

む
と
い
つ
も
立
ち
会
っ
た
証
人
は
無
事

に
生
還
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

　
ほ
か
に
、
特
別
の
方
式
の
遺
言
と
し

て
、
伝
染
病
隔
離
者
の
遺
言
や
在
船
者

の
遺
言
が
あ
り
ま
す
。

特
別
の
方
式
の
遺
言
の
説
明
は
以
上
で

す
。
遺
言
に
つ
い
て
の
説
明
は
今
回
で

終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回

は
遺
留
分
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
特
別
の
方
式
の
遺
言
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　
通
常
の
場
合
は
、
自
筆
証
書
、
公
正

証
書
、
秘
密
証
書
の
い
ず
れ
か
の
方
式

で
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
が
、
特
別
の
場
合
に
、
こ
れ
ら
以
外

の
方
式
で
、
遺
言
を
作
成
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
方
式
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
が
、
特
別
の
方
式
の

遺
言
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
と

い
う
こ
と
は
か
な
り
稀
で
す
の
で
、
い

く
つ
か
簡
単
に
説
明
す
る
だ
け
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
死
亡
の
危
急
に
迫
っ
た
者
の

た
め
の
遺
言
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
病
気
な
ど
に
よ
り
死
期
が
迫
っ
た
者

は
、
証
人
３
人
以
上
の
立
会
い
の
下
、

自
書
を
せ
ず
、
遺
言
を
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
方
式
と
し
て
は
、

立
ち
会
っ
た
証
人
の
１
人
が
遺
言
者
の

遺
言
の
内
容
を
遺
言
書
に
ま
と
め
、
遺

言
者
や
証
人
に
確
認
し
て
も
ら
い
各
証

人
が
遺
言
書
に
署
名
押
印
を
し
、
証
人

の
う
ち
の
１
人
が
こ
の
遺
言
書
を
遺
言

書
作
成
か
ら
２０
日
以
内
に
家
庭
裁
判
所

に
持
っ
て
行
き
、
裁
判
所
に
確
認
を
し

遺
言
⑥
（
特
別
の
方
式
の
遺
言
）

ま
れ
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　浪江にじいろこども園　　0240（25）8619

今年度も、未就学児とその保護者の方を対象とした子育てサロン「ぽかぽかテラス」を開催しま

す。町の保育教諭と一緒に歌や手遊びをしたり、保護者同士で子育てなどについて

ゆっくり話し合ったりする時間もありますので、気軽にご参加ください。
　　

● 開催予定（年５回）　５月、７月、９月、10月、12月

● 時　　間　10時～11時30分

● 場　　所　浪江にじいろこども園（浪江町大字幾世橋字来福寺西39番地）

● 内　　容　「お話会」、「歯みがき教室」、「食育について」など
　　　

※保護者の方が日頃感じていることや気になっていること等ありましたら、気軽にお話しください。

●●詳しい内容や日時については、広報なみえでお知らせします●
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　健康保険課健康係 　0240（34）0249
　0243（62）0168�������	
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優勝チーム　Team  SSB

優　勝　五十嵐・鈴木ペア
　　　　（原町クラブ）

準優勝　岩崎・金丸ペア
　　　　（原町クラブ・相馬クラブ）

第３位　武山・斉藤ペア
　　　　（原町クラブ）

第３位　早川・西山ペア
　　　　（馬稜クラブ・浪江クラブ）

シニアの部
優　勝　関根・村田ペア
　　　　（阿武隈ＳＴＣ）

準優勝　高橋・松本ペア
　　　　（阿武隈ＳＴＣ）

第３位　飛田・猪狩ペア
　　　　（無所属）

第３位　保科・木村ペア
　　　　（阿武隈ＳＴＣ）

一般の部

２月23日、権現堂地区の浪江神社において、火防祈祷祭が
行われました。火防祈祷祭は、震災後も続けられており、町
の無火災を祈念するため、浪江町消防団第１分団第１部熊川
喜仁部長ほか団員14名が参加しました。

２月３日と４日、浪江町地域スポーツセンターにおいて、浪江町長杯
ソフトテニスインドア復興親善大会が開催されました。県内各地から参
加された選手は寒さを感じさせない熱いプレーを繰り広げるとともに、
震災により離れ離れになってしまっていた仲間との再会を楽しみました。
結果は次のとおりです。（敬称略）　

2月18日、請戸地区の　野神社において、町指定
無形民俗文化財「請戸の安波祭」が行われました。
安波祭は約300年前から伝わる行事で、震災後は

仮設住宅で開催されていましたが、７年振りにふ
るさとで復活しました。当日は多くの住民が集ま
り、地元での伝統行事復活を喜び合いました。

２月８日、浪江町地域スポーツセンターにおいて、福島県
水素利用シンポジウム2018inなみえが開催されました。
パネルディスカッションでは、「水素エネルギーがもたら
す未来」をテーマにトヨタ自動車㈱の燃料電池車開発責任者
や浪江町に整備される大規模水素製造拠点施設の東芝エネル
ギーシステムズ㈱責任者などのパネリストが水素エネルギー
の可能性などについて、意見交換を行いました。
また、会場では、

水素自動車の展示や
県内の高校生による
再生可能エネルギー
研究のパネル展示な
ども行われ、400人
以上の方が来場され
ました。

シニアの部シニアの部シニアの部

一般の部一般の部一般の部

くさ の

き　とう

���� �������	
�����

皆さまの身の回りにある楽しい話題、
いっぷう変わった話題などの情報を募集しています。

　企画財政課情報統計係
0240（34）0241　　

優勝チーム　Team  SSB

皆さまから義援金等の支援を
お届けいただきました。

２月18日、ホテル椿山荘東京において、ふるさと浪江会総会が開催されま
した。総会の後には親睦会が催され、ふるさと浪江会顧問の田尻義雄様より
浪江町に寄附金を頂いたほか、原田直之会長の歌唱や大抽選会、参加者全員
で「ふるさと」を合唱するなど、会員同士の親睦を深めました。
ふるさと浪江会は平成22年に設立し、東京近辺にお住まいの浪江町出身者

やゆかりのある人などで組織されています。

３月７日、なみえ創成小学校・中学校において、「東北に
緑を！セブン-イレブンプロジェクト」で頂いたパンジー、ビ
オラの苗植えをしました。
苗植えは、昨年12月に行った活動に続き、今回は、「まっ

てま～す　なみえっ子」をスローガンに、４月に開校するな
みえ創成小学校・中学校に通う子供たちを温かく迎えよう
と、地域の方々など38名が集まり行いました。
参加した地域の方々は、入学してくる子供たちを待ち遠し

く思いながら、熱心に作業を進めました。

３月３日、浪江町地域スポーツセンターにおいて、浪江町芸能祭が開催されました。
町内での開催は７年振りのことで、町の芸術文化を大切に維持していこうと活

動を続けてきた浪江町芸術文化団体連絡協議会の12団体が、三味線、民謡、フラ
ダンスや舞踊など、日頃の活動成果を披露しました。また、特別ゲストとして、
浪江町出身の添田哲平さん、台湾出身のヴァイオリニスト　イザベラ・チェンさん
による二重奏がありました。来場した町民の皆さんは、町の芸術文化を懐かしむ
とともに、町の芸能を楽しみました。

✤３月５日
　鎌倉商工会議所青年部様（義援金）シニアの部

一般の部
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問合せ
申込み
電　話
ファクス
メールアドレス
ホームページアドレス
フリーダイヤル

問

e
FAX

URL

TEL
申

＋ 仮設津島診療所のお医者さん

　仮設津島診療所　　0243（24）1431
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＋ 浪江診療所 のお医者さん

　浪江診療所　　0240（23）6173
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4月は

11時～14時
14日 土

11時～14時
15日 日

毎月
第2土曜・

日曜は

まるしぇの
日♪

似顔絵描き
たれ目のリリー（神奈川県）

なみえ桜まつり
露店市を
11時オープン！

ご希望のお客様の似顔絵を
描いて無料プレゼント！
※会場内にて受付します。

まるしぇオリジナル
マグカップ

※都合により、内容等を変更する場合があります。ご了承ください。

両日先着300個

お花見団子
両日先着300食

イベント（両日）

記念品

ふるまい

駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。
皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

※都合により、内容等を変更する場合があります。ご了承ください。
駐車場は役場敷地内駐車場をご利用ください。

皆さまのお越しを心よりお待ちしております。

産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

5月は12日（土）13日（日）に開催

11 時～ 大道芸　羽舞　( 福島市 )
12 時～ トークショー
　　　　FM本宮アナウンサー 濱尾美咲（本宮市）
13 時～ ものまねショー　
　　　　　　　　　　　春風みずほ（東京都）

11 時～ ワンマンバンド演奏　
           ランブリンワンマンバンド（南相馬市）
12 時～ 和太鼓・篠笛演奏　
                        宮音座（仙台市）
13 時～ 島根県民謡　安来節・銭太鼓等　
           　　南相馬安来節愛好会（南相馬市）

14日
（土）

14日
のみ

15日
（日）

ステージ

日  時　４月 14 日（土）17時～ 21時（予定）
会  場　まち・なみ・まるしぇ
内  容　
17時　　   開会
17時10分  イベントステージ　
　　　　　　・よさこい演舞
　　　　　　・ものまねショー 春風みずほ
19時25分  主催者挨拶
19時30分  花火打上開始（20時～つながる日動画投影）
20時30分  打上終了　閉会

予定）

夜桜と花
火700発

の豪華競
演！

　　フィナ
ーレは尺

玉や

　　　ス
ターマイ

ンでサク
ラ色に！！夜桜と花

火700発
の豪華競

演！

　　フィナ
ーレは尺

玉や

　　　ス
ターマイ

ンでサク
ラ色に！！夜桜と花

火700発
の豪華競

演！

　　フィナ
ーレは尺

玉や

　　　ス
ターマイ

ンでサク
ラ色に！！

20182018なみえ桜まつり開催！なみえ桜まつり開催！

産業振興課商工労働係　　0240（34）0247

夜桜と花
火700発

の豪華競
演！

　　フィナ
ーレは尺

玉や

　　　ス
ターマイ

ンでサク
ラ色に！！夜桜と花

火700発
の豪華競

演！

　　フィナ
ーレは尺

玉や

　　　ス
ターマイ

ンでサク
ラ色に！！
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総務課防災安全係　　0240（34）0229

春の全国交通安全運動
●●運動期間●●

４月６日（金）から４月15日（日）
までの10日間

●交通事故死ゼロを目指す日●●
４月10日（火）

●運動のスローガン●●
よくみせて ちいさなきみの おおきなて

●運動の重点●●
●子供と高齢者の安全な通行の確保と高齢運転
者の交通事故防止
●自転車の安全利用の推進
●全ての座席のシートベルトとチャイルドシー
トの正しい着用の徹底
●飲酒運転の根絶
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企画財政課情報統計係 　　0240（34）0241

QRコード
なみえ新聞

QRコード
Playストア

なみえタブレット 通 信

次年度以降の利用方法はご自身の選択になります

「なみえ新聞」は、ご自身のスマートフォンでも見る
  ことができます！

詳しい手続は、9月以降にタブレット（なみえ新聞）や広報なみえで
お知らせしていきます！

浪江町タブレットサポートセンター ※通話料無料タブレットに関する
お問合せ

　平成30年4月から平成31年3月末までは、現在
と同じように無料でなみえタブレットをお使いい
ただけます。
 「なみえ新聞」や「つながっぺ」「なみえ写真投
稿」などのアプリをご利用ください。

　ご自身でインターネット通信の契約をするこ
とで「なみえ新聞」や「つながっぺ」など、引
き続きタブレットを利用することができます。

☎ 0800（919）3287 （平日9時～17時15分） 

タブレット貸出し期間延長決定！
今年度は

これまでどおり
今年度は

これまでどおり

平成31年
4月以降

インターネット通信の契約をする

・なみえ新聞　・なみえ写真投稿
・つながっぺ　・LINE
・マップ
 など今までと同じく利用することが
できます。

右のQRコードから、Android 版「なみえ新聞」をダウンロード！

【利用希望者のみ】

手続が必要です

インターネット通信の契約をしない

・タブレットに保存した写真や動画の閲覧
・写真や動画の撮影
・時計などの一部アプリの利用
・SDカードの利用
などインターネット不要のサービスを
お使いいただけます。

手続は必要ありません

Android のスマートフォンをお持ちの方

右のQRコードから、iPhone 版「なみえ新聞」にアクセス！

iPhone をお持ちの方
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今年度は
これまでどおり
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消防署からのお願い

放火にご注意を！
全国の火災出火原因
第１位は「放火」です。
　　　　　　　　（平成28年）
自分の家族や大切なものを守る
ためにも放火をされない環境づ
くりをお願いします！

浪江消防署　 0240（34）7360
富岡消防署　 0240（25）2119

火事と救急は119番
消防署連絡先

①ごみは収集日の朝に出す。
②家の周りに燃えやすいものを置かない。
③物置などには必ず鍵をかける。
④家の周りをライトなどで明るくする。
⑤ポストには新聞などをためない。
⑥近所の方と協力をする。

放火をされないための６つの約束
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東京電力ホールディングス株式会社 受付ダイヤル　　 080（5527）3959
お電話が混み合うこともございますので、ご了承ください。

お申込み先

詳細は浪江町ホームページをご覧ください。

浪江町内（帰還困難区域を除く）の住宅の清掃（片付け）を実施させていただきます。

　　
■内　　容　不要となった家財道具等の屋外（敷地内）への搬出および掃き掃除
■区　　域　帰還困難区域を除いた区域　
■実施期間　平成30年９月28日（金）まで（実施予定）
■受付時間　平日９時～12時、13時～16時
■受付期間　平成30年８月31日（金）まで
※片付け予定件数を超えた場合はキャンセル待ちとなります。ご了承ください。

町民の皆さまが困っている事案や人手が必要

な作業について、お手伝い活動を実施させてい

ただきます。

　　
■内　　容　簡易な除草や重量物の屋内移動など

（２名で１時間程度でできる軽作業）

■区　　域　帰還困難区域を除いた区域　
■実施期間　平成30年９月28日（金）まで
■実 施 日　火曜日～金曜日（祝日は除く）
■受付時間　平日９時～12時、13時～15時
■受付期間　平成30年９月28日（金）まで

ご自宅に一時帰宅される際に支障となってい

る自宅玄関までの進入路および１～２台分の駐

車スペースの雑草について、除草作業を実施さ

せていただきます。

　　
■内　　容　公道から自宅玄関までの進入路およ

び１～２台分の駐車スペースの除草

■区　　域　浪江町全区域　
■実施期間　平成30年９月28日（金）まで
■受付時間　平日９時～12時、13時～16時
■受付期間　平成30年８月31日（金）まで
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平成23年３月11日に発生した東日本大震災、そし

て福島第一原子力発電所の事故により、町内全域に

出されていた避難指示は、平成29年３月31日に「帰

還困難区域」を除き解除されましたが、多くの浪江

町民は福島県内外に分散して避難生活を続けていま

す。町を取り巻く状況が徐々に変化する中で、町民

の皆さんがどのような思いで生活し、ふるさとへの

思いを抱いているのか。

“浪江のこころプロジェクト”は、町民の皆さんの

声を「浪江のこころ通信（※１）」を通してお届けし、

皆さんの思いや暮らしぶりを発信・共有しようとす

るものです。

一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアム（※２）

が中心となり、全国各地のＮＰＯ、大学等の皆さん

が取材を進め、浪江町と連携し「浪江のこころ通

信」を編集・発行しています。

※１　浪江のこころ通信は、町民の皆さんがお話した「ここ

ろ」を伝えることを大切にするため、取材者が聴き取っ

てまとめた原稿をほぼ原文のままで掲載しています。

※２　一般社団法人東北圏地域づくりコンソーシアムは、大

学、ＮＰＯ、企業、経済団体、行政等が連携したコミュ

ニティ支援ネットワーク。仙台が本拠地。

● 第82号 ●

これまで取材を受けていただいた皆さん
に、再度の取材を行うコーナーです。
３・11から７年以上が経過した今、感

じていること、伝えたいこと、そして最初
の取材以降の気持ちの変化やふるさとへの
思いなど皆さんの声をお届けします。

再取材シリーズ

「浪江のこころ通信／第82号」への
感想をお寄せください。

　【連絡先】〒979－1592 
　　　　　 双葉郡浪江町大字幾世橋字六反田7－2

　　「浪江のこころ通信」宛
　　　　　　　　　 FAX.0240（34）4593
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みち　 る

●●●●

佐藤　光琉さん（棚塩）
取材者：ＮＰＯ法人つなぎｔｅおおむた　彌永・竹下
取材日：２月17日

三年後、成人式で元気に会いましょう

伯母さんの嫁ぎ先である宮崎で避難生活を送る光琉さん。
忘れることのない故郷・浪江と、今の生活の場・宮崎のこと
を、丁寧に言葉を選びながらお話しくださいました。

◆
浪
江
で
の
日
々

浪
江
で
は
幾
世
橋
ド
ジ
ャ
ー
ス
と

い
う
チ
ー
ム
で
、
友
達
と
野
球
を
し

て
い
ま
し
た
。
と
言
う
よ
り
、
野
球

を
通
し
た
友
達
と
の
楽
し
い
時
間
を

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
監
督
は
「
宿

題
が
終
わ
ら
な
い
と
練
習
に
は
参
加

さ
せ
な
い
」
と
い
う
厳
し
さ
だ
っ
た

の
で
、
学
校
が
終
わ
る
と
一
目
散
に

体
育
館
の
周
り
の
土
間
に
集
ま
り
、

宿
題
を
終
わ
ら
せ
ま
し
た
。
急
ぐ
あ

ま
り
下
敷
き
も
使
わ
ず
、
ブ
ス
ブ
ス

と
プ
リ
ン
ト
に
穴
が
空
い
た
り
し
ま

し
た
。
僕
は
も
ら
っ
た
ば
か
り
の
５

番
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
着
る
日
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
大
切
な

家
と
と
も
に
津
波
で
流
さ
れ
て
し
ま

い
、
野
球
の
思
い
出
の
も
の
は
も
う

何
も
手
元
に
残
っ
て
い
ま
せ
ん
。

当
て
も
な
く
不
安
な
気
持
ち
の
ま

ま
転
々
と
避
難
し
て
い
る
間
も
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
し
て
遊
ん
で
い

ま
し
た
。
傍
目
に
は
楽
し
そ
う
に
見

え
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
う

で
も
し
て
い
な
い
と
や
っ
て
ら
れ
な

い
気
持
ち
だ
っ
た
ん
で
す
。
宮
崎
に

行
く
と
聞
い
た
と
き
に
は
、
嫌
だ
と

か
遠
い
と
か
は
思
わ
ず
、
県
内
で
の

避
難
所
は
と
に
か
く
寒
か
っ
た
の

で
、
や
っ
と
暖
か
い
所
に
行
け
る
ん

だ
な
、
と
だ
け
思
い
ま
し
た
。

◆
今
の
生
活
。
そ
し
て
、
将
来
の
こ
と

あ
の
ま
ま
福
島
に
い
た
ら
、
住
む

家
も
な
く
て
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う

か
ら
、
宮
崎
に
来
て
よ
か
っ
た
と
思

い
ま
す
。
こ
こ
に
来
る
ま
で
い
ろ
い

ろ
と
大
変
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

が
、
今
は
生
活
に
も
慣
れ
て
快
適
な

毎
日
で
す
。
震
災
の
話
題
を
避
け
る

こ
と
も
、
話
す
こ
と
で
の
気
ま
ず
さ

も
な
く
な
り
ま
し
た
。

高
校
生
活
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
と
応
援

団
を
兼
部
し
て
、
練
習
に
明
け
暮
れ

て
い
ま
す
。
宮
崎
に
来
て
野
球
に

誘
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
野
球
を

す
る
気
に
は
な
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

野
球
を
し
て
い
た
ら
、
ど
こ
か
で
浪

江
の
友
達
に
会
え
た
か
も
し
れ
な
い

け
れ
ど
、
あ
の
時
の
僕
は
、
た
だ
た

だ
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
み
ん
な
と
野
球
が

し
た
か
っ
た
…
。

来
年
は
受
験
生
。
世
界
史
が
好
き

な
の
で
、
社
会
科
の
教
師
に
な
る
道

を
進
む
と
い
う
選
択
も
考
え
て
い
ま

す
が
、
は
っ
き
り
と
決
め
て
い
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
浪
江
へ
の
思
い

浪
江
の
こ
と
は
「
思
い
出
す
」
と

い
う
よ
り
、
「
忘
れ
る
こ
と
は
な

い
」
っ
て
感
じ
で
す
。
野
球
を
見
て

も
そ
う
だ
し
、
浪
江
の
食
べ
物
が
出

て
も
何
に
つ
け
て
も
、
浮
か
ん
で
き

ま
す
。
や
っ
ぱ
り
、
友
達
に
会
い
た

い
で
す
ね
。
で
も
、
今
の
浪
江
で

は
、
会
い
た
い
人
に
は
会
え
な
い
だ

ろ
う
し
、
自
分
の
生
活
の
場
が
宮
崎

に
な
っ
た
以
上
、
仕
方
が
な
い
と
い

う
か
、
今
は
、
そ
れ
で
い
い
と
思
い

ま
す
。
大
人
に
な
れ
ば
自
由
に
福
島

へ
行
け
る
だ
ろ
う
し
。
　

浪
江
の
こ
と
は
、
月
日
が
経
て
ば

少
し
ず
つ
忘
れ
ら
れ
て
い
く
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
だ
け
ど
、
一
人
で
も

多
く
の
人
に
あ
の
震
災
と
そ
の
後
の

僕
た
ち
を
忘
れ
ず
に
い
て
欲
し
い
の

で
、
機
会
が
あ
っ
た
ら
自
分
の
言
葉

で
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲応援団長として凛々しい演舞姿
　（光琉さんの通う高校の体育祭にて）

宮崎県

は
た
　
め

り り

�����������	
�����
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戸川　瑛道さん（藤橋）
取材者：認定非営利活動法人市民公益活動パートナーズ　古山・松田
取材日：２月17日

僕は、浪江とこの体験を“歴史”にしたくない。
伝えていきたい

高校受験の真っ最中の取材にも関わらず、震災
当時の様子や、各地に避難して後に一旦落ち着い
た会津若松市の思い出、福島市に引っ越してから
の体験などを、時には母の祥子さんの記憶も借り
ながら、いろいろお話しくださいました。
目指す高校での新しい友人との出会いや、これ
からのご活躍を心から祈っています。

◆
僕
に
は
、
ふ
る
さ
と
が
二
つ
あ
る

震
災
の
時
、
僕
は
浪
江
小
学
校
2

年
生
で
、
地
震
が
起
き
る
直
前
ま
で
遊

ん
で
い
た
と
思
い
ま
す
。
保
育
園
に

行
っ
て
い
た
弟
の
翔
瑛
は
祖
父
が
迎
え

に
行
き
ま
し
た
。
大
熊
町
で
教
師
を
し

て
い
た
母
は
、
夕
方
学
校
を
出
ま
し
た

が
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ
、
帰
宅
し
た
の

は
夜
の
9
時
過
ぎ
で
、
家
は
い
ろ
ん
な

も
の
が
倒
れ
た
り
落
ち
た
り
し
て
い
た

の
で
、
す
ぐ
そ
ば
に
あ
っ
た
父
の
事
務

所
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

翌
朝
5
時
頃
か
ら
避
難
を
呼
び
掛

け
る
放
送
が
あ
り
、
母
の
実
家
の
あ
る

南
相
馬
市
へ
、
そ
れ
か
ら
郡
山
市
の
親

戚
宅
、
会
津
若
松
市
、
そ
し
て
埼
玉
県

な
ど
を
転
々
と
し
ま
し
た
。
母
が
勤
務

し
て
い
た
学
校
が
会
津
若
松
市
で
再
開

す
る
こ
と
に
な
り
、
僕
た
ち
は
再
び
会

津
若
松
市
へ
戻
り
、
市
内
の
城
西
小
学

校
に
4
月
6
日
に
転
入
し
ま
し
た
。

会
津
若
松
は
雪
が
凄
く
て
、
こ
の

世
の
も
の
と
は
思
え
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
積
も
っ
た
雪
に
寝
転
ん
だ
り
し
て

遊
び
ま
し
た
。
城
西
小
学
校
の
同
級
生

と
は
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
し
、
気
が
合

い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
こ
と
を
助
け
て

く
れ
て
、
本
当
に
第
二
の
ふ
る
さ
と
み

た
い
で
す
。
高
学
年
に
な
る
時
に
ク
ラ

ス
替
え
が
あ
っ
た
け
れ
ど
、
仲
の
良
い

友
達
は
皆
一
緒
で
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
で
始
め
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の

仲
間
に
も
恵
ま
れ
ま
し
た
。

◆
浪
江
の
ク
ラ
ス
会
、
し
た
い
な
。
成

人
式
な
ら
会
え
る
か
な

震
災
か
ら
1
年
余
り
後
、
リ
ス
テ

ル
猪
苗
代
で
浪
江
小
学
校
の
担
任
の
先

生
や
別
れ
別
れ
に
な
っ
た
ク
ラ
ス
メ
イ

ト
と
の
再
会
の
集
い
が
あ
り
ま
し
た
。

あ
れ
か
ら
浪
江
の
友
達
と
は
会
っ
て
い

な
い
の
で
、
み
ん
な
に
会
い
た
い
で
す

ね
。
浪
江
小
の
思
い
出
は
外
で
よ
く
遊

ん
だ
こ
と
で
す
。
縄
跳
び
や
ザ
リ
ガ
ニ

釣
り
、
蛍
も
見
に
行
き
ま
し
た
。
城
西

小
6
年
の
時
に
バ
ス
ケ
の
県
選
抜
に
選

ば
れ
て
、
大
会
で
白
河
の
チ
ー
ム
に

入
っ
て
い
た
浪
江
の
友
達
と
5
年
振
り

に
再
会
し
た
こ
と
が
新
聞
に
載
っ
た
り

し
ま
し
た
。

福
島
市
に
来
て
市
立
信
陵
中
学
校

に
入
学
し
ま
し
た
が
、
考
え
方
が
違
っ

て
い
て
戸
惑
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

僕
は
、
会
津
若
松
や
相
馬
に
ゆ
か
り
の

あ
る
友
達
が
多
い
か
ら
余
計
に
感
じ
る

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
福
島
市
は
い

ろ
ん
な
考
え
方
を
す
る
人
た
ち
が
た
く

さ
ん
い
て
、
都
会
な
ん
だ
な
と
思
っ
て

い
ま
す
。

◆
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
の
12
日
間
は
、
貴
重

な
経
験

昨
年
8
月
、
中
学
3
年
の
夏
休
み

に
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
に
行
っ
て
き
ま

し
た
。
隣
国
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
チ
ェ
ル

ノ
ブ
イ
リ
原
発
事
故
に
よ
っ
て
多
大
な

被
害
を
受
け
た
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
現
状
を

学
ぶ
「
ベ
ラ
ル
ー
シ
友
好
訪
問
団
」
を

父
の
知
人
が
主
催
し
て
い
て
、
い
わ
き

や
相
馬
な
ど
浜
通
り
の
高
校
生
に
交

じ
っ
て
参
加
し
ま
し
た
。
ベ
ラ
ル
ー
シ

で
は
子
供
か
ら
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
事
故

の
体
験
者
ま
で
幅
広
い
年
代
の
方
々
の

話
を
聞
き
、
特
に
小
さ
い
子
供
た
ち
に

と
っ
て
事
故
は
す
で
に
歴
史
の
出
来
事

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
し
、
福
島

の
こ
と
を
伝
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
し
た
。

浪
江
の
自
宅
は
改
装
し
て
泊
ま
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
父
に
よ

く
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

浪
江
は
自
然
や
気
候
も
い
い
し
、
海
も

あ
る
か
ら
大
好
き
で
す
。
会
津
若
松
市

や
福
島
市
で
は
体
験
で
き
な
い
こ
と
も

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
僕
は
将

来
、
父
の
仕
事
（
建
設
業
）
を
継
い
で

復
興
を
支
え
、
浪
江
町
を
有
名
に
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲左から、母の祥子さん、瑛道君、3歳違いの弟 翔瑛君

福島県

よう こ しょうえい
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再取材シリーズ

●●●●

中野　卓さん・フキ子さん（高瀬）
取材者：ＮＰＯ法人つなぎｔｅおおむた　彌永
取材日：１月24日

浪江への想い

長年連れ添った夫婦でも、思いはそれぞれ。
「状況さえ整えば、浪江に戻って生活をしたい。」
とおっしゃるフキ子さんと、「浪江に定住とは考え
ていないけれど、折に触れて足を運ぼう。」とお考
えの卓さん。お二人のお気持ちを様々な角度から
お聞かせいただきました。

◆
先
週
、
浪
江
町
主
催
の
交
流
会
に

ご
夫
婦
で
参
加
さ
れ
た
そ
う
で
す

が
、
い
か
が
で
し
た
か

卓
さ
ん
　
初
め
て
お
会
い
す
る
方
も

い
ら
し
た
け
れ
ど
、
浪
江
と
い
う
だ

け
で
、
親
し
み
が
湧
く
ね
。
浪
江
時

代
に
は
知
ら
な
い
同
士
だ
っ
た
の

に
、
避
難
し
て
か
ら
知
り
合
っ
て
仲

良
し
に
な
っ
た
方
も
い
ま
す
。

フ
キ
子
さ
ん
　
役
場
の
方
に
話
を
聞

い
て
、
町
が
徐
々
に
復
興
し
始
め
て

い
る
こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
し
た

よ
。
で
も
、
今
は
ま
だ
、
私
が
す
ぐ

に
帰
れ
る
場
所
で
は
な
い
っ
て
感
じ

ま
し
た
。

卓
さ
ん
　
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
ば
か
り

だ
っ
た
浪
江
の
自
宅
は
、
解
体
し
て

更
地
に
な
り
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
今

は
帰
る
と
い
っ
て
も
帰
る
家
さ
え
な

い
の
が
実
情
で
す
。
そ
れ
で
、
交
流

会
で
「
い
こ
い
の
村
に
ロ
グ
ハ
ウ

ス
」
と
聞
い
て
、
浪
江
に
帰
る
時
、

大
い
に
利
用
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
。『
何
日
か
だ
け
で
も
帰
れ
る
場
所

が
あ
る
。』
そ
れ
だ
け
で
、
こ
こ
で
の

今
の
生
活
も
楽
し
く
な
る
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。

◆
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
お
二
人
で
計

画
さ
れ
て
い
る
ん
で
す
か

フ
キ
子
さ
ん
　
私
は
生
ま
れ
も
育
ち

も
浪
江
。
避
難
先
で
あ
る
佐
世
保
出

身
の
お
父
さ
ん
（
卓
さ
ん
）
の
言
っ

て
い
る
「
浪
江
に
帰
る
」
は
、
言
葉

は
同
じ
で
も
何
か
が
違
う
、
と
い
う

の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
仕
事
の

都
合
で
引
っ
越
し
て
い
る
の
な
ら
、

「
こ
こ
は
嫌
、
戻
り
た
い
。」
と
は
言

え
な
い
で
し
ょ
う
け
ど
、
こ
の
佐
世

保
は
避
難
場
所
。
こ
こ
に
避
難
し
よ

う
と
決
め
た
の
は
確
か
に
自
分
た
ち

だ
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
い
つ
ま
で

た
っ
て
も
違
和
感
が
あ
る
の
よ
。
…

と
言
う
よ
り
、
年
々
、「
こ
こ
は
違
う

な
ぁ
。」
と
。

卓
さ
ん
　
私
も
佐
世
保
出
身
と
い
っ

た
っ
て
、
浪
江
で
の
生
活
の
ほ
う
が

長
い
ん
だ
か
ら
、
仕
事
仲
間
も
友
人

も
浪
江
の
方
が
ず
っ
と
多
い
ん
だ

よ
。
だ
け
ど
、
お
母
さ
ん
（
フ
キ
子

さ
ん
）
に
し
て
み
れ
ば
、
そ
う
か
も

し
れ
な
い
ね
。
今
は
、
孫
の
学
校
の

送
迎
を
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る
か

ら
、
な
か
な
か
自
分
の
時
間
も
な
い

け
ど
、
少
し
、
何
か
体
に
い
い
こ
と

で
も
や
っ
て
み
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

フ
キ
子
さ
ん
　
私
が
こ
こ
へ
来
た
の

は
、
娘
と
孫
の
力
に
な
る
た
め
だ
っ

た
ん
だ
な
、
と
思
う
ん
で
す
。
だ
か

ら
、
送
迎
も
嫌
で
は
な
い
し
。
た
ま

に
は
、
ち
ょ
っ
と
お
休
み
し
た
い
と

も
思
い
ま
す
け
ど
ね
（
笑
）
後
２
年

す
れ
ば
孫
も
高
校
卒
業
で
、
次
女
は

お
嫁
に
行
く
こ
と
が
決
ま
っ
た
し
、

カ
ナ
ダ
に
い
る
三
女
に
は
一
人
目
の

子
供
が
生
ま
れ
る
か
ら
、
楽
し
み
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
の
よ
。

◆
『
２
年
後
に
浪
江
に
帰
っ
て
み
る
』

と
い
う
目
標
を
立
て
て
、
そ
れ
ま

で
に
徐
々
に
体
を
鍛
え
る
と
い
う

の
は
い
か
が
で
す
か

卓
さ
ん
　
私
は
震
災
直
後
に
肺
の
手

術
を
し
て
今
は
障
害
者
手
帳
を
持
っ

て
い
ま
す
が
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
ま
す

よ
。

フ
キ
子
さ
ん
　
そ
う
ね
。
健
康
で
い

る
た
め
に
、
何
か
運
動
を
し
て
頑
張

ろ
う
か
し
ら
。
浪
江
に
帰
る
た

め
、
っ
て
思
え
ば
ね
。

▲フキ子さんのお誕生日にお子さまたちから贈られたコ
スモス畑の絵の前で、笑顔のお二人

長崎県
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柴　佳男さん・美江さん（請戸）
取材者：地域社会デザイン・ラボ　遠藤
取材日：１月31日

南相馬でサークルが作れたらいいな

震災前は、柴油店を経営していた柴さんご夫妻。請戸のほと
んどの住民の方とお付き合いがあったそうです。当時のお休み
は月２回。精力的に事業を展開されていました。今だからこ
そ、地域の皆さんへ感謝の気持ちを伝えたいそうです。
現在は、南相馬市の新築したご自宅に娘さんと３人でお住ま
いです。浪江の家にあった庭石を自宅の玄関前に配置して、当
時を懐かしんでおられます。

◆
埼
玉
で
の
「
つ
な
が
り
カ
フ
ェ
」

に
感
謝

美
江
さ
ん
　
私
た
ち
は
被
災
後
、
埼

玉
県
に
避
難
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
は

「
つ
な
が
り
カ
フ
ェ
」
を
実
施
し
て

く
だ
さ
っ
て
い
て
よ
く
参
加
し
ま
し

た
。
そ
の
お
陰
で
知
り
合
い
も
増

え
、
習
い
事
や
体
験
活
動
な
ど
を
通

し
て
た
く
さ
ん
楽
し
ま
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成
29
年
3
月
に
南
相

馬
市
に
移
り
住
み
ま
し
た
。
当
初

は
、
ご
み
を
ど
こ
に
ど
う
捨
て
る
の

か
、
町
内
会
な
ど
区
の
仕
組
み
が
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
な
ど
が
分
か

ら
ず
苦
労
も
し
ま
し
た
。
間
も
な
く

１
年
を
迎
え
る
今
、
よ
う
や
く
落
ち

着
い
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

佳
男
さ
ん
　
初
め
は
、
い
わ
き
市
に

自
宅
を
構
え
よ
う
か
と
考
え
て
い
た

の
で
す
が
、
震
災
前
に
浪
江
で
魚
販

売
・
加
工
を
手
掛
け
て
い
た
本
家
が

南
相
馬
市
に
移
り
住
ん
だ
こ
と
も
あ

り
、
手
頃
な
物
件
を
紹
介
し
て
も
ら

い
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
家

は
車
で
す
ぐ
の
距
離
な
の
で
、
暮
ら

し
の
こ
と
で
い
ろ
い
ろ
と
相
談
に

乗
っ
て
も
ら
い
助
か
っ
て
い
ま
す
。

周
辺
に
は
、
お
店
や
病
院
が
あ
り
、

幹
線
道
路
も
近
い
の
で
暮
ら
し
や
す

い
で
す
。

◆
の
ん
び
り
暮
ら
し
た
い

佳
男
さ
ん
　
今
、
毎
日
し
て
い
る
の

は
散
歩
。
約
１
時
間
10
分
歩
き
、
合

計
９
千
歩
に
な
り
ま
す
。
途
中
に
は

愛
宕
神
社
が
あ
り
１
６
０
段
も
の
石

段
が
あ
る
ん
で
す
よ
。
こ
の
散
歩
の

お
陰
か
、
糖
尿
病
の
血
中
の
数
値
が

良
く
な
り
ま
し
た
。
担
当
の
医
師
も

驚
い
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
き
っ
と
精

神
的
に
落
ち
着
い
た
こ
と
も
効
果
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ほ
か
に
は
、
庭
木
や
植
木
を
眺
め
る

の
が
好
き
で
あ
ち
こ
ち
見
に
歩
き
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
、
自
宅
前
の
お
宅
の

お
庭
が
素
晴
ら
し
く
、
交
流
し
な
が

ら
眺
め
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
た
ま
に
ス
ナ
ッ
プ

写
真
を
撮
っ
た
り
、
庭
木
や
盆
栽
を

見
な
が
ら
の
ん
び
り
と
し
た
り
、
気

楽
に
過
ご
し
て
い
け
た
ら
い
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
趣
味
は
特
別
な
い

の
で
す
が
、
人
が
好
き
で
、
知
ら
な

い
人
と
話
し
て
ど
ん
な
人
か
理
解
す

る
の
も
楽
し
い
で
す
ね
。

美
江
さ
ん
　
南
相
馬
に
住
ん
で
か
ら

は
、
浪
江
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
実

施
す
る
「
お
茶
会
」
や
原
町
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
で
企
画
す
る
「
吊
る

し
飾
り
の
講
座
」
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
月
２
回
ダ
ン
ベ
ル
体
操

に
も
通
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ダ
ン
ベ

ル
体
操
に
は
、
浪
江
町
か
ら
南
相
馬

に
避
難
し
た
住
民
の
皆
さ
ん
が
集
っ

て
い
ま
す
。
南
相
馬
に
来
た
ば
か
り

の
私
た
ち
に
と
て
も
良
く
し
て
く
だ

さ
り
、
本
当
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。

◆
地
域
の
方
と
仲
良
く

美
江
さ
ん
　
最
近
考
え
て
い
る
の
は

「
手
芸
や
編
み
物
が
好
き
な
人
が
集

ま
る
サ
ー
ク
ル
を
作
れ
た
ら
い
い

な
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
被
災
者
の

サ
ー
ク
ル
活
動
に
助
成
金
が
出
る
と

い
う
こ
と
を
聞
い
た
り
も
し
た
の

で
、
な
る
べ
く
参
加
者
に
経
費
が
か

か
ら
な
い
形
で
実
施
で
き
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
ま
だ

行
動
に
は
移
し
て
は
い
ま
せ
ん
が
。

一
緒
に
南
相
馬
で
サ
ー
ク
ル
を
楽
し

み
た
い
と
い
う
方
か
ら
連
絡
を
い
た

だ
け
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
ず
っ
と
南
相
馬
に
住
ん

で
い
く
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

地
域
の
方
々
と
仲
良
く
過
ご
せ
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

▲自宅の居間にて。
　「南相馬にお越しの際は、ぜひご連絡ください！」
　連絡先　090（2271）8861（柴　佳男）

福島県
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